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統合的報告の意義と課題について
――戦略的CSRとマネジメントコントロールシステム研究の視点から――

























































日東電工 クラレ 東レ ヤマト運輸 総合商社
５社平均
ROE 17.3% 7.2% 8.7% 10.2% 30.7% 17.28%
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